
蕊⑳霞轤犀記念鰭演会鵜
講師のプ□フィール

原子力の平和利用を信じ，東北大工学部原

子核工学科に入学。学ぶなかで原子力の危険

な実態を知り原発反対運動に参加。専門家と

して－貢して住民の側に立ち，原子力の危険
を訴え続ける。
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「大変な悲劇が福島で進行している。この
悲劇をものともしないで。（国が）原子力を
すすめる意図は『要するに核兵器を持ちた
い」ということなんだ｡。…。それを知りな

がら何の抵抗もしないまま生きることは，私
には出来ません｡」

（著書「原発と憲法９条」より）
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謡ii1lllii1Iiil:iii;水星i;i客輩さん
「原発と憲法９条」

「第二次世界大戦でナチスドイツは何１００万人も虐殺しました。
戦後のドイツは，この過去の戦争を背負い続けています。

終戦から４０年後，当時のヴァイツゼッカー大統領は『過去に目を閉ざす者は結局の
ところ現在にも盲目になります｡』と語っている｡」（著書「原発と憲法９条」より）

過去の戦争でアジアの人々２０００万人，曰本国民３１０万人.の命が奪われたことの
真実を隠し，解釈で憲法九条を破壊する暴走に目をつぶることは出来ません。

講演会に多くの市民の御参加をお待ちしています。

オープニングゴスペルオーブの歌
「ﾘﾒﾝﾊﾞｰ｣(なかにし礼作詞Ｍひょっこりひょうたん島｣(丼上ひさし作詞)など

ときＳ月2S臼(土)午後Z時-午後5時
ところ国際ﾌｧﾐﾘｰプラザ2階

米子市加茂町2丁目180番地
主催米子九条の会

連絡先米子市東町4１０高橋散幸法律事務所内JEL34-1996


